
緊急対策特定区間事業進捗

令和７年１２月時点

※国土交通省の事業対象のみ掲載



江の川中下流域 地区毎の治水対策一覧（図）

緊急対策特定区間（4.7k～75.6k）

江津市川越地区

令和２年７月豪雨による浸水状況 平成３０年７月豪雨による浸水状況

江の川

【江津市川越地区】

江津市川平地区

令和３年８月大雨による浸水状況

大貫橋

R261

【江津市田津地区】 【川本町谷地区】
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江の川
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 八神地区（太田地区）は、平成２８年度より事業（用地買収）着手。

 令和５～６年度に用地買収完了箇所で埋蔵文化財発掘調査を実施。

 令和７年度は新設樋門、地盤改良工法の設計を実施中。

H30年7月豪雨浸水範囲

八神地区（太田） ～水害に強い八神地区を創る治水事業～

【登り窯】

【埋蔵文化財調査の状況】

R２年４月撮影

築堤 L=約２５０m

埋蔵文化財
調査箇所

【進捗状況】
       0     50     100％

設計
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工事

令和７年１２月末時点



八神地区（下流） ～水害に強い八神地区を創る治水事業～
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松川町八神

松川町太田

至 川本町

江の川

堤防整備
Ｌ＝８１０m

 令和５年１２月に用地買収完了。

 令和７年度は地区の上下流端部分の築堤盛土を実施中。樋門の扉体部分を残し令和７年度概成予定。

堤防整備
Ｌ＝１００ｍ
（R７年度）

至 江津市渡津町

【進捗状況】
       0     50     100％

設計

1用地・補償

工事

令和７年１２月末時点

堤防整備
Ｌ＝１６０ｍ
（R７年度）

R７年１２月撮影



R4年3月撮影

 八神地区（八神上流地区）は、平成２９年５月に用地買収完了。

 令和３年３月に堤防部分完成。

 令和４年３月に国道２６１号嵩上げ区間が完了し、一連区間の整備が完了。

H30年7月洪水（写真②）

堤防

堤内地

H30年7月洪水（写真①）

国道261号

堤内地

堤防
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八神地区（上流） ～水害に強い八神地区を創る治水事業～

堤防 L=１,１８０m（R３年３月完成）
至 川本町

写真②

写真①

至 八神下流地区

R４年３月撮影



田野・赤栗地区 【家屋個別移転・防災集団移転】

 令和５年度～令和１０年度までに、家屋個別移転を実施予定。
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H30年7月豪雨浸水範囲

矢ヶ谷集落

中山集落

鍛冶屋谷集落

片山集落

鈩集落

【進捗状況】

用地・補償

       0     50     100％
令和７年１２月末時点R３年１１月撮影



長良地区 【家屋個別移転・防災集団移転】

 令和６年度～令和７年度で、居住されている家屋の家屋個別移転を実施済。
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H30年7月豪雨浸水範囲

江の川

中長良

上長良

R２年４月撮影

【進捗状況】

用地・補償

       0     50     100％

1

令和７年１２月末時点



下大貫地区（久井谷・榎谷・元折） ～水害に強い下大貫地区を創る治水事業～

和田地区→築堤

7R３年６月撮影

榎谷

茗荷谷

榎谷

元折

茗荷谷

 元折地区は、令和７年度に家屋個別移転を実施済み。

 堤防整備を行う久井谷・榎谷地区は、令和７年度から堤防の内水解析等を実施中。

 榎谷地区については、令和８年度に埋蔵文化財の試掘調査を実施予定。

H30年7月豪雨浸水範囲

久井谷

R２年４月撮影

家屋個別移転

築堤

【進捗状況】

工事

設計

用地・補償

       0     50     100％

令和７年１２月末時点



田津地区 ～水害に強い田津地区を創る治水事業～

江津市川越
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 令和７年度は、内水解析を実施中。また、用地調査を行い、上流側の用地買収を実施中。

 工事用道路整備は令和６年度に着手し、約１１０ｍ整備済。令和７年度においても引き続き実施中。

輪中堤 Ｌ＝約１,７００ｍ

江の川

田津

和田

久井谷

H30年7月豪雨浸水範囲

至 川越

R２年４月撮影

令和７年１２月末時点



上大貫地区（大貫・和田） ～水害に強い大貫・和田地区を創る治水事業～
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 平成８年に上流から工事着手し、約１,８００mを整備済み。

 令和７年度は、昨年度に引き続き約１２０mの区間を施工中。２基の樋門工事が令和７年６月に完了。

堤防整備 Ｌ＝約３,０００m

和田

大貫

H30年7月豪雨浸水範囲

整備済み区間 Ｌ＝約１,８００m未整備区間 Ｌ＝約１,２００m

川越

R７工事箇所

①
②

樋門設置箇所（～R７.６）

【進捗状況】

1

       0     50     100％

用地・補償

工事

設計

令和７年１２月末時点

①

樋門設置箇所の状況

②

田津

工事完了状況【令和７年６月】

工事完了状況【令和７年６月】

工事進捗状況【令和７年１２月】

R７工事箇所（築堤護岸 L=１２０ｍ）

国道261号

R２年４月撮影



恵梨地区 【家屋個別移転】
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 令和７年度に家屋個別移転を実施済み。

恵梨

大貫

田津

H30年7月豪雨浸水範囲

至 川越

R２年４月撮影

令和６年８月末時点

【進捗状況】

用地・補償 1

       0     50     100％
令和７年１２月末時点



大貫

川越

至 Ｒ261

田津谷川 至 田津

宅地の嵩上げ
（H5年度～H11年度）

堤防整備
（H元年度～H26年度）

川越大橋
（H19.7竣工）

川越地区 ～水害に強い川越地区を創る治水事業～
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 平成元年度に事業着手し、本川上流側の築堤は平成２６年度に実施。

 平成３１年度に支川田津谷川の整備に着手。

 令和６年度に一部護岸工事を実施。

 令和７年度は、昨年度に引き続き用地買収、一部工事用道路整備を実施中。

H30年7月豪雨浸水範囲

堤防整備
Ｌ＝約600m

【進捗状況】
       0     50     100％

設計

1用地・補償

工事

令和７年１２月末時点

工事用道路整備箇所（R7～）

R２年４月撮影



瀬尻・久料谷地区 ～災害に強い瀬尻・久料谷地区を創るまちづくり事業～
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 令和５年度は国道261号迂回路施工を実施。

 令和６年６月に用地買収完了。

 令和７年度は、護岸工事を継続するとともに宅地嵩上げを実施中。

【完成イメージ図】

令和７年１２月撮影

H.W.L

迂回路

【整備イメージ】
宅地嵩上げ

国道261号
約7m

【進捗状況】
       0     50     100％

設計

1用地・補償

工事

令和７年１２月末時点

工事進捗状況【令和７年１２月】



34k00
0

34k000

谷

川本町上三島

35k000 35k000

川本町川本

谷地区 ～災害に強い谷地区を創るまちづくり事業～

13H30年7月豪雨浸水範囲

 川本町の『まちづくり計画』を踏まえ、支川矢谷川上流まで、国・県で分担し事業を実施。
（矢谷川下流側：国施工、矢谷川上流側：県施工）

 令和６年度より事業（用地買収）着手。

 令和７年度は、橋梁架け替え設計、用地調査、用地買収を実施中。

国施工区間

河川

護岸（ブロック積、ブロック張）

盛土

道路（県道、町道、管理用通路）

宅地

宅地外（空地）

凡 例

工事用道路 L＝約600ｍ

【進捗状況】
       0     50     100％

設計

1用地・補償

工事

令和７年１２月末時点

R２年４月撮影



君谷湊地区 【家屋個別移転・防災集団移転】
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R2年7月洪水

R２年４月撮影

R6年７月時点

美郷町撮影

 令和６年度末に家屋の移転が完了し、事業完了。

R3.8出水R2.7豪雨H30.7豪雨君谷湊

5.5ha6.0ha6.2ha浸水面積

0戸3戸5戸浸水戸数

（0戸）（2戸）（4戸）（床上）

（0戸）（1戸）（1戸）（床下）

【集団移転地(R7.3月撮影)】

集会所

R２年４月撮影



都賀西地区 【築堤】
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 令和７年度は、継続して用地協議を実施中。

未施工区間（写真①）

未施工区間（写真②）

（写真②）

【進捗状況】

工事

用地・補償

設計

       0     50     100％

1

令和７年１２月末時点

（写真①）

R２年４月撮影


